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ふれあい教室の開催
　市では65歳以上で介護認定非該当者や未申請の方を対象に、寝たきりや認知症（痴呆）を招くおそれのあ
る「閉じこもり」を予防するため「ふれあい教室」を開催いたします。関心のある方はぜひご参加ください。
●開催日　月２回火曜日　 5月24日(火)、6月14日(火)、6月28日(火)、7月12日(火)、7月26日(火)、8月9日(火)
　　　　　　　　　　　　8月23日(火)・9月13日(火)・9月27日(火)・10月11日(火)・10月25日(火)・11月8日(火)
　　　　　　　　　　　　11月22日(火)・12月6日(火)・12月20日(火)・1月10日(火)・1月24日(火)・2月14日(火)
　　　　　　　　　　　　2月28日(火)・3月13日(火)・3月27日(火)
●時　間　午前10時～正午
●場　所　木造老人福祉センター
●内　容　作業療法（手工芸や紙細工など）・健康体操・レクリエーション・健康講話など
●参加料　無料

【申し込み・問い合わせ先】介護課　地域包括支援センター　電話42-2111（内線242）

すずらんの会開催　～自死遺族のつどい～
　現在、お子さんやご主人を自死で亡くされた方が参加しています。この事実を忘れることはできないし、事
実を受け入れていくしかない。また、家族同士でもタブーの話題だし、安心して話せるのはここだけ。1人で
抱え込まず、安心してご参加ください。お待ちしています。
　＜参加者の声＞
　 　始めは「何を話すの？誰が参加しているの？」と不安でしたが、参加してみて、悲しみで辛くなることも
ありましたが、回を重ねるに連れ、安心してお互いの悲しみを分かり合えるようになり、笑顔があふれるよ
うになりました。
●年間の日程　5月23日（月）、7月25日（月）、9月12日（月）、11月21日（月）、1月23日（月）、
　　　　　　　3月19日（月）
●時　　　間　午後2時～4時
●場　　　所　木造ふれあいプラザ（ＪＲ木造駅左隣の三角屋根）
●申し込み　事前に精神保健担当保健師を指名して申し込んでください。
☆ すずらんの会とは別に、精神保健担当の保健師が自死ご遺族のお話しを聞かせていただ
いております。訪問や電話で誰にも話せない胸の内をお聞かせください。

【問い合わせ・申し込み先】健康推進課　電話　42-2111（内線306）

児童扶養手当・特別児童扶養手当・
特別障害者手当等 手当額が変わります
　平成22年度全国消費者物価指数の実績値が対前年比で、
0.7％の下落となったため、平成23年4月の支給分から次の手
当額が改定となりました。

手　　　当 改定金額（改訂前→改定後）

児童扶養
手当

（0.4％引
き下げ）

全部支給
（月額） 41,720円 　→ 　41,550円

一部支給
（月額）

 9,850円 ～ →　　9,810円 ～41,710円　　　　41,540円

特別児童
扶養手当

1級 50,750円 　→ 　50,550円
2級 33,800円 　→ 　33,670円

特 別 障 害 者 手 当 26,440円 　→ 　26,340円
障 害 者 福 祉 手 当 14,380円 　→　 14,330円
福 祉 手 当 14,380円 　→　 14,330円

【問い合わせ先】福祉課　児童福祉係（内線233・245）
　　　　　　　　　　　　障害福祉係（内線241）

収納課からのお知らせ
市税等は納期内に納めましょう

「軽自動車税」全期
「固定資産税」第１期
「住宅使用料」
「公共下水道使用料」
「農業集落排水処理施設使用料」
「公共下水道受益者負担金」第１期
　の納期限となっています。

すまいるプラザ日曜納付相談
　期日：5月22日(日)
　時間：10:00～19:00（受付は18:30まで）
　場所：つがる市出張所(イオンモールつがる柏内)

【問い合わせ先】
　　収納課　電話42-2111（内線221）

5月
は
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国民健康保険税の軽減制度
倒産や解雇による失業者の保険税減額申請について
　勤め先の倒産や一方的な解雇を理由に失業し、以下の条件にあてはまる方は、国民健康保険税の課税対象と
なる前年の給与所得金額が７割減額されますので申請手続きを行ってください。減額期間は離職日の翌日から
翌年度末までで、対象となるのは、①平成21年3月31日以降に失業した満65歳未満の方及び②雇用保険受給資
格者証の離職理由コードが11,12,21,22,23,31,32,33,34のいずれかに該当する方で、申請には　①印鑑、②雇用保
険受給資格者証を持参し、国民健康保険課にお越しください。
当初より該当させるには６月６日まで申請してください。それ以後は毎月行う変更等での処理となります。

保険税の軽減について
　下の表に当てはまる世帯は保険税の均等割額と平等割額が軽減されます。軽減は7割、5割、2割の三段階で、
世帯の国保加入者数と前年の所得により判定し、軽減に該当する場合はあらかじめ軽減後の税額が納税通知書
に記載されています。このほか、国保から後期高齢者医療へ移行した方がいる国保単身世帯では平等割額が半
額になります。
　なお、前年の収入を申告していない世帯は軽減を受けられませんので、必ず申告を行ってください。

軽減判定所得　（基礎控除や扶養控除などの所得控除前の所得。専従者控除や譲渡特別控除も除く）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　330,000円以下　　　　　　　　　　　　　　　　　 →７割軽減
　世帯主及び加入者の所得の合計が　　世帯主を除く加入者数×245,000円＋330,000円　以下→５割軽減
　　　　　　　　　　　　　　　　　　世帯主を含む加入者数×350,000円＋330,000円　以下→２割軽減

世帯の国保加入者数（世帯主を含む人数） 軽減割合1人 2人 3人 4人 5人 備考
軽減判定
所得金額
（上限）

330,000円 330,000円 330,000円 330,000円 330,000円 人数に関わらず330,000円 7割軽減
－ 575,000円 820,000円 1,065,000円 1,310,000円 1人増につき245,000円増 5割軽減

680,000円 1,030,000円 1,380,000円 1,730,000円 2,080,000円 1人増につき350,000円増 2割軽減

【問い合わせ先】国民健康保険課　電話42-2111（内線276・277）

国民健康保険課からのお知らせ
 東日本大震災の被災地からつがる市の国民健康保険に
 移られる方
　被災地市町村の転出届がなくても国民健康保険の資格認定
の手続きができます。被保険者証（以下、保険証）のほか、
高齢受給者証、限度額適用・標準負担額減額認定証などの手
続きも同様です。

 保険証がなくても病院で診てもらえます。
　避難するときに保険証をなくしてしまった場合でも、全国
の病院で診察や治療が受けられます。病院の窓口で、「名前」
「生年月日」「住所」などをお伝えいただければ大丈夫です。
地震の後に他の市町村に移った方も、同様に受診できます。

 被災された方は診察代がかかりません。
　災害救助法の適用市町村の方で、医療費の支払いが困難な
方は、申し出ていただければ診察代がかかりません。
　医療機関を受診されるときはその旨をお伝えしてください。
　○被災地域や状況をお伺いします。
　○当面、５月末日までの医療費が該当となっています。
　○ 地震の後に他の市町村に移った方も、同様に診察代がか

かりません。
　詳しいことは、国民健康保険課にお問い合わせください。

【問い合わせ先】
　国民健康保険課　電話42-2111（内線273）

⎧
⎨
⎩

たくさんの善意
ありがとうございました
　東日本大震災の救援物資の提供を呼び掛けたと
ころ、市民の皆様から多数の善意が寄せられまし
た。厚く御礼申し上げます。

東日本大震災救援物資の提供総数
（3月25日～4月10日）

品　名 数量 段ボール箱数
タ オ ル 15,233枚 115箱
バ ス タ オ ル 3,591枚 142箱
ボックスティッシュ 10,068個 199箱

計 28,892　 456箱

【問い合わせ先】総務課　電話42-2111(内線345)
岩手県内の被災地へ積み込みされる救援物資



広報つがる 2011.5月号 16

市営住宅〈空家〉入居者募集
【公営住宅】

団地名 所　在　地 空家番号 構     造 間取り・設備 家賃月額（円) 建築年度

浦 船 団 地 木造若緑135-11 ９-１号 簡易耐火２階建６連戸 ３DK・汲み取り・給湯器
と油タンク無し 14,300～21,300 S60

若 宮 団 地 木造若宮43-1 2-10号 簡易耐火２階建10連戸 ３K・下水道・給湯器と油
タンク無し 10,200～15,300 S52

岩 木 団 地 柏上古川房田152-1 36号 木造平屋建2連戸 ２LDK・浄化槽・給湯器と
油タンク有り 23,700～35,300 H7

岩 木 団 地 柏上古川房田152-1 30号 木造平屋建２連戸 ２LDK・浄化槽・給湯器と
油タンク有り 23,700～35,300 H7

か し わ 団 地 柏桑野木田幾世24-8 23号 木造平屋１戸建 ２LDK・下水道・給湯器と
油タンク有り 24,800～37,000 H14

か し わ 団 地 柏桑野木田幾世24-4 69号 木造平屋１戸建 ２LDK・下水道・給湯器と
油タンク有り 25,200～37,600 H18

森田第２若緑団地 森田町上相野若緑50 30号 木造平屋１戸建 ２LDK・浄化槽・給湯器と
油タンク有り 24,700～36,800 H19

つ き み の 団 地 森田月見野300-2 11号 木造平屋１戸建 ２LDK・浄化槽・給湯器と
油タンク無し 21,800～32,500 H13

屏風山2号団地 車力町屏風山528 ３号 木造平屋建２連戸 ２LDK・下水道・給湯器と
油タンク有り 25,300～37,700 H17

【特定公共賃貸住宅】
団地名 所　在　地 空家番号 構     造 間取り・設備 家賃月額（円) 建築年度

岩 木 団 地 柏上古川房田152-1 38号 木造平屋建2連戸 ２LDK・浄化槽・給湯器と
油タンク有り 40,000～50,000 H11

か し わ 団 地 柏桑野木田幾世35-12 29号 木造平屋１戸建 ２LDK・下水道・給湯器と
油タンク有り 45,000～55,000 H18

募 集 期 間 平成２３年５月１６日（月）～平成２３年５月２６日（木）
※入居可能予定日は6月下旬頃となります。

入 居 者 資 格

①現に同居し、又は同居しようとする親族がいること。
②世帯の収入が政令で定める収入基準であること。　
③現に住宅に困窮していることが明らかな人であること。　
④市町村税を滞納していないこと。　
⑤入居希望者又は同居しようとする親族が暴力団員でないこと。
※特定公共賃貸住宅の場合は世帯の所得が月額15万8千円以上48万7千円以下であること。

必 要 書 類

①入居希望申請書（市役所建築住宅課に備え付けてあります）　
②平成22年度所得証明書及び平成22年分源泉徴収票
③平成22年度以前の全税目の未納がないことの証明書
④現在居住している方全員の住民票（婚約中の場合は相手方の住民票の抄本も添付）
⑤入居希望者又は同居予定者で障害者手帳の交付を受けている方はその写し
⑥印鑑　
※申込者によってその他の添付書類が必要となる場合があります。

選 考 方 法 応募書類を審査のうえ、６月上旬に選考予定。

そ　 の　 他 •選考された方は、敷金家賃3カ月分、連帯保証人2人が必要になります。
•募集期間中に空家が発生した場合は、市ホームページに追加いたします。

【申し込み・問い合わせ先】建築住宅課　電話42-2111（内線383・386）
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定期観光バスツアー開始
６月７日（火）から７月３日（日）まで定期観光バスが運行されます。（月曜日運休）

運行コース
　　　●Ａコース：ベンセ湿原→道の駅もりた→つがる地球村→日本最古のりんごの樹など
　　　●Ｂコース：ベンセ湿原→高山稲荷神社→むらおこし拠点館フラット→縄文居住展示資料館カルコなど
定　員　１日１便　先着２１人　
料　金　大人　1,500円　小人　1,000円（中学生以下）
　　　　※昼食、施設入館料含みます
ツアー当日の時間
　　　　受付　9:30～　出発10:00　解散15:00　　
　　　　※出発・解散場所は市役所正面玄関です
申込方法 
　　　　運行日の２日前までに下記へ申し込みしてください
【申し込み・問い合わせ先】
　商工観光課　電話42-2111（内線432・433）

 未支給年金 

　年金を受給している方が死亡した時は「年金受給権者死亡届」が必要です。
　年金受給者が死亡したら、亡くなった月の分まで年金を請求することができます。
　請求する方がいる場合は市役所市民課年金係、又は弘前年金事務所での手続きをお願いします。
　未支給年金を請求できる方の優先順位は、配偶者、子、父母、孫、祖父母、兄弟姉妹です。

【必要な書類】
死亡した受給権者
の年金証書 無い場合は証書未添付事由書を記入していただきます

住民票 請求者の世帯全員のもの1通、死亡した方の除票1通

戸籍
死亡した方と請求者との関係を明らかにすることのできる書類（請求者の戸籍謄本、
死亡した方の戸籍謄本等）※戸籍謄本・住民票等請求の際は、身分証明書（免許証等）
の提示が必要。また請求者が窓口に来られない場合は ｢委任状｣ が必要です

預金通帳 請求者の預金通帳（ただし、郵便局での現金受取を希望する場合は不要）

生計同一申立書 住民票上、死亡した受給権者と請求者の住所が異なっている方の場合は民生委員、施
設に入居されていた場合は施設長の証明が必要です

死亡届 未支給請求者がいない場合（死亡した受給権者の年金証書、住民票除票）
認印
※未支給年金が支払われるまでにおおむね４カ月ほどかかります。
【ご注意】
• 事務処理上、亡くなった方の通帳に振り込みされてしまうことがあります。振り込みされてしまいますと返
納金が発生する場合もありますので事前に通帳の解約をしてください。
• 受給権者が厚生年金や共済年金等を受給されていた場合は、手続き窓口が弘前年金事務所や共済組合になり
ます。

学生納付特例制度(学生免除)を受けていた方へ
　３月で学生免除を終えられた方は４月から６月まで一般免除を受けることもできます。（所得審査がありま
す）また、４月から厚生年金になった方は本人、又はご家族の方でも結構ですので保険証等、厚生年金加入日
の確認ができるものをお持ちのうえ手続きをしてください。

【問い合わせ先】弘前年金事務所　電話0172-27-1337　市民課　電話42-2111（内線261・267）
　　　　　　　　稲垣支所　電話46-2111　　　　　　   車力支所　電話56-2111

年金受給者が受け取るはずだった年金を死亡した
ことによって配偶者等が請求できる年金




